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タイトルと著者名を見た瞬間，迷わず買ってしまっ

た．

本書はベレ出版からシリーズで刊行されている「学

んでみると○○学はおもしろい」の中の１冊である．

ソフトカバーの四六判で読みやすい装丁となってお

り，個人的には，それだけでも手に取ってしまいそう

になったが，何よりも著者の日下さんが書く気候学と

はどんなものなのか，そこに強く興味をひかれ，素直

に読んでみたいと思ったのだ．

著者は，都市気候や局地気象などの現象を研究対象

とする気象モデルの専門家であり，世界的にも活躍さ

れているこの分野の第一人者でもある．その著者が書

いた気候学とはいったいどのような内容となっている

のだろうか．

まずは，目次をみてみよう．

第１章「気候学と気象学」

第２章「日本の気候」

第３章「身近な気候」

第４章「世界の気候」

第５章「地球温暖化と都市の温暖化」

第６章「もっと気候を知りたい方へ」

評者は地理学科の気候学研究室の出身なので，気候

学の本といえば，吉野正敏著「気候学」（大明堂）な

どが教科書としてすぐに思い浮かぶ．その内容と比べ

てみると，それほど大きく違わない（ある意味当然だ

が）．たとえば，第２章では，日本の気候を四季と気

候区分にもとづく地域特性の観点から解説している

し，また第４章では，世界の気候分布とケッペン＝ガ

イガーの気候区分について説明している．いずれも，

具体的な事象や気象データを織り交ぜながらの説明は

丁寧かつわかりやすい．

その一方で，これまでの気候学の教科書とひと味

違ったところもみられる．いくつか紹介すると，まず

第１章では，気候（学）と気象（学）の違いや気象の

基礎について１章を使って説明している点である．本

学会会員のみなさんにとっては周知の内容ではある

が，気候学を初めて学ぶ，あるいは気候に少し興味が

あるという読者にとっては，このような丁寧な導入部

分はありがたいはずだ．

次に，著者の専門である都市気候や局地気象などに

ついて，かなりのページが割かれている点である．第

３章では，大気境界層，海陸風，ヒートアイランド，

盆地や山地の気候，局地風といった，読者にとっての

身近な現象を解説するにとどまらず，そのメカニズム

まで踏み込んで詳しく解説している．現象を理解でき

るとともに，読者の知的好奇心をも満たしてくれる．

また，第５章では，一般の読者にとっても関心の高い

いわゆる２つの温暖化（地球温暖化とヒートアイラン

ド）を取り上げている．ここでも，温室効果のメカニ

ズムから最新の温暖化予測の方法論など，基本的なこ

とをしっかり説明することで，２つの温暖化について

の理解を助け，ときどきみられる両者を混同するよう

な誤解に読者がおちいらないようにしている．

最後に，第６章では，読者が気候の世界に一歩入っ

て来てもらえるよう，この類いの本には珍しい実践

（ここでは，気候区分をしたり，観測をしたり）を促

すページがある点である．また，「紙と鉛筆で計算し

てみよう」と題して，ヒートアイランドのシンプルモ

デルと温室効果の放射平衡モデルの計算をすることも

勧めている．計算の詳細については，著者の研究室の

ホームページ（http://www.geoenv.tsukuba.ac.jp/

kusakaken/）にある「本には書けなかったこと」と

いう中でわかりやすく説明されていることもうれし

い．

本書全体を通して特徴的なのは，気候の基礎である

気象について，本文はもちろんのこと，脚注も上手に

使いながら解説がなされていることである．この点も

これまでの気候学の教科書にはそれほど多くのページ

は割かれていなかった点である．

本書を読み終えてみると，評者が気候学を学び始め

たころ，さまざまな単純な疑問に直面していたことを

思い出した．その当時，本書があれば，そうした疑問

の解決や気候の理解に間違いなく一役買ったに違いな

い．本書は「基礎から楽しく学ぶ」をコンセプトと

し，文書は平易でわかりやすく，数式もほとんどでて

こないので，理系文系を問わず読み進めることができ

る．さらに，シンプルな挿絵は，目に見えないため表

現するのが難しい気象現象への理解を十分助けてくれ

ている．そのような意味では，本書は初めて気候学を
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勉強する人や気候（学）に興味がある人，気候の世界

に足を踏み入れてみたいという読者には，まず最初に

手にとってもらいたいと思う．もし，みなさんの回り

にそのような人がいたらぜひ紹介してほしい１冊であ

る．

著者は筑波大学の出身である．筑波大学といえば，

前身の東京教育大学時代から多くの著名な気候学者を

輩出してきた大学である．本書において著者が示した

気候学とは，そうした従来の気候学的な内容を踏襲し

つつも，現象の基本的の理解が進むように解説を加え

た新しいスタイルに出来上がっている．もちろんこの

スタイルは，本シリーズの読者層を想定したための配

慮の可能性もあるが，著者の気候学に対する姿勢を垣

間見たような気がする．

（長野県環境保全研究所 浜田 崇)

〝天気"61．3．6

 

26 2

 

9

報

日

訃

理事会

里村雄彦理事

本気象学会

しては病気療養中のとこ

ろ，３月３日ご逝去されま

におかれま

理事は長年にわたり，気象学の発展及び後進の

育成にご尽力されました．また，通算５期にわたり日

本気象学会理事

した．

里村

，学会の発展に多大なご貢

献を果たされました．

日本気象学会理事会は，ここに謹んで会員の皆様に

お知らせすると共に，故人のご功績を偲び，心からご

冥福をお祈り申し上げます．

編集後記：「石垣島では南の風，風力２（絶妙な間を

あけて

を務められ

の渋い声で始まるNHKラジオ第

二放送の気象通報の放送回数が減る，という気になる

書き込みを，インターネットの掲示板で見つけまし

た．NHKのWebサイトに掲載されている平成26年

度放送番組編成計画によれば，確かに「９時10分か

ら」と「22時00分から」の放送枠が語学番組に変わっ

ており，気象通報は「16時00分から」の１日１回だけ

となっています．ユーザーのニーズなどを反映した結

果なのでしょうから，この場で存続要望のような意見

を述べることはしませんが

）晴れ…」

関係者に少なか

らず影響を与えてきたであろうこの番組の放送回数が

削減されることはとてもさびしく思います．インター

ネット上の情報では，番組の本来の目的であった漁業

関係者からのニーズが減ったことが削減の理由だと

か．

いわゆる「ゆとり教育」で小中学校の学習指導要領

から削除されてしまった「天気図」という文言が，新

学習指導要領では「日本の気象」内の小項目として復

活したり，また高校総体の登山競技でこの気象通報を

聞いて天気図を作成する項目があったりと，教育面で

も大きな役割を担っている番組だと思うのですが…．

以前この欄に書いたことがありますが，私も小学生

時代はこの番組を聞きながら天気図を描いた気象少年

でした．気象通報を聞いて天気図を描くことは，気象

の世界を目指す若者の登竜門的存在である，と言った

ら言い過ぎでしょうか？ 決して言い過ぎではないと

個人的には思っています．あまり目立ちはしません

が，熱心なファンも少なからずいらっしゃるようで

す．今後，完全に廃止ということにならないよう，た

だただ願うばかりです． （金田昌樹)

，我々気象


